
超伝導磁束量子ビットに結合したＮＶ中心の磁場印加による寿命の改善
Improving the lifetime of the NV center ensemble coupled with a superconducting flux

qubit by applying magnetic fields
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近年、超伝導磁束量子ビットと、ＮＶ中心の集合体との間の真空ラビ振動が観測された [1,2]。し

かし、現在の技術では、ＮＶ中心集合体の寿命は単一ＮＶ中心のそれと比べて著しく短い。そのた

め、この系を量子情報に応用するためには、ＮＶ中心集合体の寿命を改善させる技術が必須であ

る。近年になって、数mT程度の磁場を印加することで、この系の真空ラビ振動の寿命を数十パー

セント程度改善できることが実験的に報告された。そこで我々は、ゼロ磁場下と磁場印加時のそ

れぞれの真空ラビの実験結果を再現できる理論モデルを構築し、磁場の印加が真空ラビ振動の寿

命を改善するその物理的理由についての考察を行った。その結果、印加磁場がＮＶ中心の歪みの

不均一広がりを抑え、コヒーレンス時間を改善させていることを定量的に示すことに成功した。

図 1:外部磁場（2.6mT）印加時の超伝導磁束量子ビットとＮＶ中心との真空ラビ振動のシミュレー

ション。時間に対してＳＱＵＩＤのスイッチ確率をプロットしている。(a)磁場の不均一揺らぎを

増やすことで、真空ラビの寿命が減少する。一方で、(b)歪みの不均一揺らぎを増やしても、真空

ラビの寿命にほぼ変化が見られず、外部磁場が歪みの不均一揺らぎの影響を抑えることがわかる。
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